
JWOC2025報告

フット・トレイル・MTBO世界選手権報告会

2026年2月23日



・Junior World Orienteering
Championships 2025

・イタリア Trentino

・毎年開催

・20歳以下の世界選手権

・41か国から446人が参加

・全5種目に全選手が出場可能

6月22日～ Training Camp

  27日 Model Event

  28日 Sprint Relay

  29日 Sprint

30日 Long

7月  1日 Rest Day

   2日 Middle

   3日 Forest Relay

大会概要



男子 斉藤 大己 石原 尋季 大久保 佑真

小坂 晄慧 畑田 裕志 宮脇 滉直

女子 田谷 夏姫 山本 美沙 高木 優彩

野村 優衣 佐々木 結佳 大野 知沙子

オフィシャル 石澤 俊崇 牧 依瑠香

代表選手およびチームオフィシャル



トレーニングキャンプ



トレーニングキャンプ



Sprint Relay 1.4走を女子、2.3走を男子が走る

野村ー小坂ー宮脇ー高木
20:01-17:21-20:29-15:39

大野ー斉藤ー石原ー佐々木
mp -16:14-16:10-15:51

山本ー畑田ー大久保ー田谷
18:18-16:23- mp -18:39

JAPAN3
1:13:32

JAPAN1
mispunched

JAPAN2
mispunched

Czechia1
54:24

13:48(4)
13:29(3)
13:54(12)
13:11(5)

Sweden1
54:32

13:44(2)
13:32(4)
14:06(17)
13:09(4)

Hungary1
54:24

13:55(6)
13:54(15)
13:44(9)
13:00(2)

33





Sprint Distance

1
2
2

INGIERD Jonas Fenne(NOR)
RZENCA Tomasz(POL)

BOLEHOVSKY Daniel(CZE)

12:57
13:20
13:20

110
121
131
141
143
163

小坂 晄慧
斉藤 大己
畑田 裕志
石原 尋季
大久保 佑真
宮脇 滉直

16:05
16:18
16:34
16:56
17:05
18:31

MEN 3.3km/↑115m

1
2
3

SANNWALD Seline(SUI)
HOTZ Kati(SUI)

DITTRICHOVA Lucie(CZE)

12:00
12:03
12:05

101
104
114
122
139
149

大野 知沙子
山本 美沙
佐々木 結佳
高木 優彩
田谷 夏姫
野村 優衣

15:39
15:49
16:12
16:45
18:55
22:33

WOMEN 2.6km/↑105m

男女とも入賞者平均の120〜130％では走れているが、100位以内には入れず。
120%以内なら、女子は70位、男子は100位が見えてくる。





Long Distance

1
2
3

Daniel Bolehovsky(CZE)
Wilmer Selin(SWE)

Alejandro Garrido Diaz(ESP)

1:10:43
1:11:47
1:12:03

106
112
129
146
153
154

石原 尋季
大久保 佑真
斉藤 大己
畑田 裕志
小坂 晄慧
宮脇 滉直

1:40:11
1:43:10
1:51:22
2:06:36
2:18:04
2:20:28

MEN 10.0km/↑500m

1
2
3

Freja Hjerne(SWE)
Henriette Radzikowski(SUI)

Rita Maramarosi(HUN)

1:06:17
1:06:23
1:07:54

69
121
130
132
133
134

大野 知沙子
田谷 夏姫
山本 美沙
佐々木 結佳
野村 優衣
高木 優彩

1:32:08
1:56:22
2:17:18
2:22:33
2:27:30
2:33:03

WOMEN 8.0km/↑410m

高校3年生の大野が、大学3年時の稲毛選手に迫る69位の活躍。
男子は石原と大久保が140％ほどにまとめたが、惜しくも100位には届かず。

日本チームとして現実的な目標は130％以内？





Markus Hirsch(Norway) 15:33
(3438m  4:31/km)

大久保佑真(日本勢トップ) 20:01
(3510m  5:42/km)



Middle Distance

1
2
3

Marton Csoboth(HUN) 
Loic Berger(SUI)

Rasmus Toyryla(FIN)

25:52
27:07
28:02

146
149
153
154
157
174

畑田 裕志
大久保 佑真
宮脇 滉直
斉藤 大己
小坂 晄慧
石原 尋季

43:04
43:18
45:22
46:05
47:08
1:00:26

MEN 4.4km/↑200m

1
2
3

Viktorie Skachova(CZE)
Rita Maramarosi(HUN)
Lucie Dittrichova(CZE)

25:22
25:53
26:09

82
140
141
143
144
153

大野 知沙子
田谷 夏姫
山本 美沙
佐々木 結佳
高木 優彩
野村 優衣

36:42
49:14
49:39
50:25
51:14
1:05:20

WOMEN 3.3km/↑175m

大野がトップ比140％、他の選手は全員が150％を超えてしまう苦戦を強いられた。
日本チームとして来年度以降の現実的な目標はこちらも130％以内となる。

(最もトップタイム比が大きく出るのがミドル)





Forest Relay - men

Sweden1
1:46:09

36:57(7)
35:02(1)
34:10(2)

Switzerland1
1:46:11

36:15(2)
35:51(4)
34:05(1)

Czechia1
1:48:50

37:14(16)
35:02(11)
34:10(4)

斉藤
小坂
宮脇

51:43
58:21
1:11:34

Japan2 29th

畑田
石原
大久保

mp
47:37
49:35

Japan1 mp

第1チームの失格もあり、
昨年の23位からは順位を
落とした。



Forest Relay - women

大野
田谷
山本

50:50
56:16
1:06:38

Japan1 26th

佐々木
野村
高木

54:24
1:54:47
1:20:52

Japan2   –

Switzerland1
1:50:13

36:57(2)
36:33(1)
36:43(3)

Sweden1
1:53:07

37:14(5)
37:45(3)
38:08(7)

Czechia2
1:53:43

38:27(10)
38:59(7)
36:17(2)

1走時点で集団に乗れず、
単独走となってしまった





遠征を通して

・オフィシャルの人手不足

→隔離所での準備、会場でのケアと応援など届かない部分があった

・走力、体調管理、暑熱順化など基本を大事に

→レース以前にできることがまだまだありそう。5レース走りきる体力も。

・個人の結果は残るも、リレー7チーム中3チームで失格

・来年以降も出場資格のある選手が多く、期待が高まる

→JWOC2026@スウェーデン
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